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　私は東目地区という雪深い山間に生まれ育ちまし
た。幼い頃の私にとって、冬場の一番の遊びが公民
館での長靴卓球でした。毎年２月に旧鶴岡市内で開
催されていた卓球大会への参加を通して卓球の楽し
さを知り、長い間卓球と関わることになりました。
けがなどで一時ブランクはありますが、生涯スポー
ツとして親しまれるラージボール卓球にも出会い、
競技者として、また指導者として今日まで卓球を続
けています。卓球から得られたものはたくさんあり
ますが、中でも「友達」と「汗まみれの中で全てを
忘れて１球１球ボールに集中できた瞬間」、そして

「どんなに苦しい状況にあってもぎりぎりまで諦め

ない心」は掛け替えのないものだと感じています。
　私がマネージャーを務めるネクサスでは、約60
人の会員が卓球に取り組んでいます。健康維持や仲
間作りなど、各々の目的は異なりますが、自分なり
の卓球の魅力を感じてもらえたらうれしいです。
　卓球を愛する仲間と、知恵と力を出し合って毎年
開催してきた「温泉卓球inあつみラージボール卓球
大会」は今年度で12回目。卓球で地域が盛り上が
ることは、私たちにとって大きな励みと喜びになっ
ています。今後も卓球の普及活動や大会参加を通し
て多くの人と出会い、生涯にわたって「卓球人」を
貫き通せるよう精進したいと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

五
い が ら し

十嵐  久
く み こ

美子 さん（温海・鼠ケ関）

　あつみスポーツクラブ「ネクサス」でクラブマネージャーを務める
五十嵐さんは、卓球歴50年超のベテラン。スポーツを通した健康指
導や地域活性化に取り組んでいます。また、実力は全国トップクラス
で、今年６月に愛知県で行われた第28回全国ラージボール卓球大会
の女子シングルス60歳Ａクラスで優勝しました。
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「卓球人」を貫き通したい


